
7国鰹活動

7-1 海外出張・研修

7-1 a 国際会議・盈緊研究築会への参加

氏名期能 名手率 渡銃先 経費

方く鐙揚四郎 5月138----第6四地域科学世界大会 スイス連邦 弓本学絡会議代表派遣

25日

氷鐙掻四郎 6月128----第S密環太平洋地域学会機購大会夏季メキシコ 号本大学総長指定プロジヱクト
17日 研鐙集会

氷鎧揚西部 11月78"'-' 第47居室近畿地主義学会北米大会 アメリカ合衆器 文科省科学萌究室警

128 

宮本邦明 4月228'" 歌州地球物理学会発表
30白

フランス共和濯

宮本邦明 12月8日'" 921鍾災後中日土砂災響額査及治理 台湾
148 研討会発表

3月 歌州地球物理学会発表 フランス共和趨宮本邦明

大弁洋

梶山幹夫

6月 極際パルプ諜白会議 カナダ 餐住経理金

6月218'" 木材接着弗iJ2000年シンポジウム参アメリカ合衆趨 委任経理金
26日 加・発表

梶山幹夫 9月168'" EURADH'2000参加・発表・座長 フランス共和国 袋桂経理金
27日

木村鐙範 10B108"-'国隣シンポジウム発表 アメリカ合衆i謡 番怪経理金
14日

潜水産人 7B8日~はアメ IJカ操業二工学会2000年醤際年次アメリカ合衆国 (財)茨城県科学技補援興財団
日 大会における研究成巣の発表

潜水産人 12丹4日"'8アジア国際農業工学会における研究 タイ王国
日 成果の発表

議接亙 lOB108'"'-'北京間瞭工学会議発表 中華人民共和問

16日

塾経経理金

前)11孝昭 10BI08'"北京題鶴工学科学技術工程大会への や纏人民共和国 科学技諦桜興事業開
16日 出席及び講演発表と譲南省誕明市デ

ン池での水環境接援現地実験

前!iI孝昭 2B248 "'-' 水環境務箆に隣わる日中露i際シンポ 中犠人民共和的 受託研究費(1蛮立環境研究所)
27自 ジウム発表

杉浦則夫 2月248'" 水環境修復に関わる日中国際シンポ 中華人民共和国 受託研究費(冨立環境研究所)
27日 ジウム発表

7-1 b 海外派遣

氏名 期間 研究課題 渡航先 経費

西国顕郎 4月"-'3月 アメリカ合衆闇 日本学術振興会

木村俊範 8B17日'" JETROグリーンエイドプラン派遣 フィリピン 日本貿易振興会

268 

異板秀二 環太平洋地域の河}IIと土砂輸送に関 オーストラリア 文科省科学研究費

10月14日 する比較研究

震板秀二 "'-'29日環太平洋地域の河川と土砂輸送に関 ニュージーランド文科省科学研究費
する比較研究

山口智治 12月138'"呂光温室の環境計測実験 中華人民共和国
23日

7-1 c 現地調査

氏名 期間 研究課題 渡航先 経費

天国高自 8B48"'14地震災害に関するワークショップな台湾
日 らびに現地調査参加

{Jt藤太一 8月3日"'21圏際森林研究組織連合世界大会発表 マレーシア 文科省科学研究費

日 および現地鵠査

内海真生 5月20日~ 西シベリア大低地の湿原における現 ロシア共和国
28日 地調査

内海真生 10月20日~西シベリア大低地の湿原における現 ロシア共和国
11月5白 地調査

佐久間泰一 7月30日"'8ランパチ}IIにおける流域荒麓の因果タイ王国 文科省科学研究費

月118 連鎖の解明に関する現地調査

佐久間泰一 12月108'"ランパチJIIにおける流域荒廃の因果タイ王圏 文科省科学研究費

19呂 連鎖の解明に関する現地調査

佐藤政良 8月68"'15ランパチ)11流域の保全に関する縞査タイ王溜 文科省科学研究費

日
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佐藤政良 12月12日~ランパチ川流域の保全に関する調査タイ王国 文科省科学研究費

19呂

佐藤政良 3月268"-'4水管理に関する調査 バングラデシュ 委任経理金

月1自

鍵板秀二 7月30臼"-'8ランパチ川における流域荒廃の因果 タイ王国

月11臼 連鎖の解明に関する現地調査

奨板秀二 11月25自~ランパチ)11における流域荒廃の菌果 タイ王国
12月4日 連鎖の解明に関する現地調査

小池正之 7月30臼""8コントラクタ農業に係る現地調査 タイ王盤

月118

小池正之 3月88"'-'23コントラクタ農業に係る現地調査 タイ王留

日

灘)11具弘 2月221ヨ"'-'3タイにおけるコントラクターの調査 タイ王国
月8日

文科省科学研究費

文科省科学研究費

文科省科学研究費

文科省科学研究費

文科省科学研究費

長谷川英夫 7月30日"'-'8ランパチ川における流域荒療の醤果タイ王菌 文科省科学研究費

月11臼 連鎖の解明とその農林工学的修復

安田裕 2月28日"'-'3レオノラ調査地における植林のため オーストラリア
月8日 の水分調査

山口智治 11月9日~熱帯差益産物の流通市場競査 タイ王宮

12日

大井洋 3月6日""5 無塩素および無排水パルプ漂白に関 スエーデン王国 文科省平成12年度湾外研究開発
月5日 する研究開発動向の調査 動向調査

yi号71<直人 9月288"'-' 大豆加工利用のための実験及び中国 中華人民共和盟 委任経理金
10月5日 の野菜流通施設調査

強振亜 8月初日~昆明DJANTI湖水質調査 中華人民共和国

26日

張振亜 2月171ヨ~韓国帰国留学生の実態調査 大韓民国

21日

前川孝昭 8月201ヨ~ トウモロコシ残涯による生分解性プ 中華人民共和国 文科省科学研究費
26日 ラスチックの試作と農業流通への可

能性の調査

川一

M
一時

7
h
a

安

捜謀

期間 研究課題 渡航先

7月25日"'-'8滞留を考躍した不飽和浸透層内の汚 スヱーデン王国
月98 染物質の移動に関する情報収集

経費

7-1 e 

氏名

天田高自

共間研究

期間 研究課題

7月14日~ 日中拠点大学方式による学術交流
30日

7月14日~ 日中拠点大学方式による学術交流
30日

渡航先 経費

中華人民共和国 日本学術振興会

張援連 中華人民共和国 日本学術振興会

木村使範 7月14日~ 日中拠点大学方式による学術交流 中華人民共和国 日本学術振興会

30日

前)11孝[171 5月初日"'-'6雲南省デン池水質改蕃実験実施のた 中華人民共和国 科学技術振興事業団
月6日 めの打ち合わせ

前)11孝昭 7月10日~ 日中拠点大学方式による学術交流 中華人民共和留 日本学荷振興会
18日

前)11孝B71 12丹28"'-'7生分解性プラスチックの原料製造に アメリカ合衆国 文科省科学研究費
日 関わる研究打ち合わせ

能川孝昭 12月158"-'義路廃水処理の高度化について研究台湾 ダイシン設計共同研究費

188 打ち合わせ

宮本邦明 7月"-'8月 集集地盤後の土砂災害，河)11環境変台湾

イヒに関する台湾国立成功大学との共

間研究およびワークショップ参加

宮本邦明 3月5日'"'-'14集築地盤後の土砂災害，河)11環境変台湾
8 ヒに演する共同研究

内海真生 UHl日~ 髭点大学学箭交流事業に伴う共同研 中華人民共和冨
25日 究及びセミナー出席

山口智治 7fH4日~ 挺点大学交流計画に関わるセミナー 中華人民共和国
30自 参加および現地鶏査

安田 裕 7)188""'ゆレオノラ鰻査地における地下水及びオーストラリア

日 植生識変並びに研究協力機関におけ

る討議

余国霊童 2)1228 "-'3強襲機畿の関発に需わる共同研究のタイ王菌 私費

)188 打合わせ，海外研諺
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7-2 留学生ー詔轄研究良等

重量学研究科・農林工学専攻

氏名 出身国 学年 研究課題 研究指導担当教官

A.dahi Botou コートジボワール D~ 長整業用水管理と水収支に関する研究佐藤政良

Ulik Sutiarso インドネシア D~ 自律定行率南のための作業機軌跡苦手j 小池正之

欝法

A:riharn Weerachai タイ王軍 D~ 電気トラクタのけん引性能向上に関 小池正之

ずる研究

翠鉄有 中華人民共和盤 D5 穀類のマイクロ波乾燥の薪究 木村俊範

_..¥lam :-fd Golam :-fahbub パングラディシュ D~ Hea¥'')" metal bioaccumlation with前}II学昭
speciai reference to the f，ζxx:! chain 
In Lake 1匂 sumigaura.Japan 

遊撃霊童 中華人民共和患 D5 徐放性栄養塩包括担体1::::用いた嫌気前}II孝昭
的分解バイオガスに含む二酸化炭紫

のメタネ m ションによる高濃度化

イスラム， R. パングラディシュ D4 米のパーボイリング加工法の改畿に木村使範

欝ずる研究

Addo /¥hmad Abdul-Ghaffruペガーナ D4 神経由路網情報処理を援用した資泉佐竹隆磁

災のi盛熱プロセスの閥横iに関する研
究

Addoj叫1l11ad ガーナ D4 Studies on matuaration process }者1)11学i沼
comrol oi stored fn，sh fruits uSing 
neural nel¥¥!orks 

Cheappimolchai Wimolrat タイ王臨 D4 :.10diflcation propertles of soy 前}I/学昭
proteln and mungbean protein 
111m 

荘綿連 中華人民共和関 D4 Comaminant transport in ground 前JIIネ:間
water and th己lr1でmediation

益事j淑恵 台湾 D3 エコトーフから見た既成市街地の娘夫部潟自

備方策に関する研究

Islam Md F必σu1 パングラディシュ D3 Socio‘Environmental rコroblems 氷飽ま畿日時1¥
and Water Resource l¥1anagement 
in the Teesta River 

Akmam Wardatul パングラディシュ D3 テシタJI/流域についての研究 氷飽滋四段1"1

常務威 中議人渓共和[:tlj D3 溜像矯報による二子しブドウの等級選 佐竹峰顕

.lJIJに関する基礎的研究

Talorete T. Pnem フィリピン D3 内分泌援活Lを崩御する生物資泌由来 的川学IlR
生理活性物質の検索

張燕生 中華人民共和国 D2 メタン菌の重金属取り込み速度とメ 前川孝昭

( 1)フレッシュ) タン菌活性の評価

Maung Maung Nalrr ミャンマー D2 ミャンマーにおける水稲作期に対す佐藤政良

る降水量の影響評価

Cheol-ho Shlrr 大韓民国 D2 氷鐙揚四郎

ロイポリトシュ パングラディシュ D2 米のパーポイリイングの省エネ化に木村俊範

関する研究

程永強 中華人民共和国 D2 中国における豆腐製造の改良 木村俊範

競斌 中華人民共和田 D2 71<生生態系における退化状態に関す前JI/孝昭
る確認方法及び回復技術

練野 中華人民共和国 D2 澱粉質生分解性プラスチックの関発前川孝昭

及び製造方法の確立

生命・環境科学研究科

氏名 出身盟 学年 研究線題 研究指導担当教官

Junyusen Pay九日19"sak タイ王国 D1 自律走行車両の制御に関する研究 小池正之

張強 中華人民共和国 D1 農業用車両のハンドリング機構高度 小池正之

化に関する研究

趨淑梅 中華人民共和菌 Dl 養液栽培施設に関する研究 山口智治

林秀木 中華人民共和田 D1 食品感性の定選化システムの構築に 佐竹隆顕

関する基礎的研究

ダス，マルコス，ネベス ブラジル 研究生 木村俊範

スデーパ，マルカンティ スリランカ 研究生 木村俊範
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環境科学研究科

氏名

問主主輝

Rimah :--1elhem 

段滋

呂君

等霊斌

草11姦亮

全字鍛

じIgerSuleyTI1an 

鄭奨

朴範鎖

バイオシステム研究科

氏名

JJI¥木鐙

機英95

王胤

yt対話?資

総ジュンギュ

郭ハン

ジュエジュン

招鞄研究員

氏名

St辻lB.ljono，T. 

Subrama叫an.R. 

孫食主主

子海業

生物資護学頚ま霊殿留学

出身国

中護人民共和国

シリア

中務人民共和国

中慈人民共和国

中華人民共和国

中主義人民共和国

大韓民国

トルコ共和国

中慈人民共和国

大韓民国

出身菌

中護人民共和留

I=t議人民共和国

中華芸人民共和歯

中毒E人民共和箇

大韓民国

中華人民共和盟

タイ王国

出身盟

インドネシア

インド

中毒芸人民共和国

中護人民共和臨

氏名 出身歯

Chua Vincent deGu滋τ1M フィ 1)ピン

Char∞nsak Somphong タイ王趨

学年 研究諜題 研究指導担当教官

:¥1 1 中国におけるエネルギー問題を通し 氷銘揚四部

た大気汚染の管理

¥<1 1 lmprove the erwironmenta1 status氷銭湯四郎
of Barada Basinrelated to ¥Vater 
Pollution 

:v12 山峡ダム建設後の調庭湖における浜天田高白

水防止効果の検討

¥12 jiIjj濃度メタン菌培養によるビタミン天国高自

812生産性の向上

:¥'12 中国における滋i車交通投資計画の評氷銀揚四郎
佃i及び環境影響分析

ivI2 環日本海海洋汚染の共同管理政策 氷銘揚四郎

研究生 国立公留の施設地区に関する研究 伊藤太一

研究生 黒海の水質管理のための菌際環境政氷鐙揚四郎

策

研究生 図柄江水質改善に関する研究 方く飽揚四郎

特別研究生 山岳レクリエーションにおける負荷伊藤太一

特別研究生

学年 研究課題 研究指導担当教官

M2 内モンゴル自治区における沙漠化防 山口智治

治に関する研究

1¥12 混合培養系における回定化メタン箇前)11孝昭

の活性評価法に関する研究

1¥12 中国における有機肥料及び省農薬に 前}II孝昭
よる有機農産物の市場性とその背景

1¥11 農産業及び食品業からの環境ホルモ前川孝昭

ン物質の発生と特定

1¥11 香辛料であるトウガラシの食品機能前}II孝昭

特性

M1 食用担子菌類アガリクスの生理活性部川孝昭

に関する研究

特別研究生 ニューラルネットワークを用いた唐前川孝昭

辛子の可溶圏形物質及び有機酸含有

監の評価

研究期間 所属機関・職名 世話人数宮

2000.5-2000.7 ガジャマダ大学・ OECF派遣研究員 木村俊範

2000.9-2000.12 C F T R 1・学術振興会議博支援事木村俊範
業研究員

資果物の鮮度保持の省エネルギー貯前川孝昭

蔵技術に関する研究

温室環境の調節と知能管理に関する 前}II孝昭
研究

研究期間 研究課題 研究指導担当教官

1999.9-2000.8 電気事件うん機のユニバーサル・デザ小池正之
イン

1999.9-2000.8 農耕土壌の動的結留め特性 IJ、池正之
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7-3 TASAE その他

瀧)11 真弘

平成12年度のTASi¥E実行委員として活動した。

長谷川英夫

AC室員として2000年度「農業教育に関する国際セミナーJTASi¥Eの実施と運営に当たった。

余白章

てASAE実行委員としてすASi¥Eの実施と運営に当たった。

援多本華夫

学系選出TASAE委員

佐藤政良

港滋管理に関する技術指導

JICA短期専門家
タイ王国

木村後範

生物系廃棄物の処理に関する講演と研究指導

臨際協力事業団

中華人民共和国
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7-4 海外での講演

1. Keiko Shiratori， Taiichi Ito 
Motorized Access Control as a Wildland Recreation Management Tool: Access Changes and 
Visitor Behaviors at Daisetsuzan National Park， 
XXl IUFRO World Congress， Malaysia， 2000.8 

2. Taiichi Ito， Jenny L. Wong 
Amenity Resources and Other Services of Asian Forests 
XXl IUFRO World Congress， Malaysia， 2000.8 

3. Masayoshi Satoh 
Irrigation Management Participated by farmars in Japan， Irrigation Collage， 
Royal Irrigation Department， Thailand， 2000 Dec. 12 

4. Kuniaki Miyamoto 
Topics on new sabo works in Japan 
Proceedings ofTaiwan-Japan joint conference on the investigation and remediation of the 
secondary disasters after the 921 earthquake， 124・133(2000). 

5. Mikio Kajiyama 
Miscibili匂Tand adhesion properties of acrylic polymer / epoxy resin system 
Wood Adhesives 2000 Extended Abstracts， Nevada， USA， 90-92 (2000). 

6. Mikio Kajiyama 
Miscibility and adhesion properties of acrylic polymer / tackifier resin systems 
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